
Ⅰ．「SDGsアクションプラン2022」作成に当たっての基本的な考え方（概要）

• 新型コロナ拡大により脆弱層への影響が生じ、ジェンダー間の格差や子どもの貧困率など、
日本国内でも様々な既存の課題が一層浮き彫りになったが、これまで進んでこなかったデジ
タル化が急速に進むなど、社会が変わっていく確かな予感も生まれている。

• 新型コロナによる厳しい影響から国民の命と暮らしや雇用を守る万全の対応を行うと共に、
国民生活と経済を支え、更には新たな技術を活用し、全ての人が生きがいを感じられる、
新しい社会を創り上げていく必要がある。

• 特に、気候変動は人類共通の待ったなしの課題であり、日本の総力を挙げて取り組んでい
く必要がある。

• 経済・社会・環境問題に対して包括的に取り組むSDGsは、我々が直面する未曾有の危
機を乗り越え、世界をより良い未来に導くための重要な羅針盤となる。

• 2022年は、第8回アフリカ開発会議（TICAD8）に加え、日本で第4回アジア・太平洋
水サミット等のSDGsに関わる会合が開催される。

• 2023年に日本がG7議長国を務め、国連でSDG サミットやユニバーサル・ヘルス・カバレッ
ジ(UHC) ハイレベル会合等の SDGsに関する大きな節目の会合が開催されることも念頭
に、2022 年はSDGsの達成に向けて国内実施・国際協力をより一層加速する。
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Ⅱ．「SDGsアクションプラン2022」の重点事項（抜粋）

People 人間：感染症対策と未来の基盤づくり

• 6月までの可能な限り早いタイミングで新たな「グローバルヘルス戦略」を策定し、取組を加速する。

• 「女性版骨太の方針」等に基づき、女性デジタル人材の育成や「生理の貧困」への支援、女性の登用目標達成、
女性に対する暴力の根絶など、女性活躍・男女共同参画の取組を強力に推進する。

• こども中心の行政を確立するための新たな行政組織を2023年中に設置することも通じ、子どもの貧困対策など、
子どもや子育て世代の視点に立った政策を総合的かつ包括的に推進する。

Prosperity 繁栄：成長と分配の好循環

• 「デジタル田園都市国家構想」の実現を通じ、地域の個性を活かしながら、地方を活性化し、持続可能な経済
社会の実現に取り組む。

• これまで進めてきた「SDGs未来都市」に加え、新たに複数の地方公共団体が連携して実施する脱炭素化やデジ
タル化に関する取組に対しても支援を行うことで、地方におけるSDGs達成に向けた取組を加速する。

Planet 地球：地球の未来への貢献

• 温暖化対策を成長につなげるクリーンエネルギー戦略を策定し、強力に推進していく。

• 海洋プラスチックごみ対策について、2月の国連環境総会で国際約束作りの開始を目指す。

• 4月に熊本で開催する「第4回アジア・太平洋水サミット」や、「ポスト2020生物多様性枠組」に向けた議論などを
通じ、地球環境問題に積極的に取り組む。

Peace 平和：普遍的価値の遵守

• 第8回アフリカ開発会議（TICAD）も通じ、日本の取組を推進していく。

Partnership パートナーシップ：絆の力を呼び起こす

• 2023年のSDGs実施指針改定を念頭に、2022年中に幅広いステークホルダーとの意見交換を進め、SDGs達
成に向けた取組を加速していく。

• 「日メコンSDGsフォーラム」等を通じ、国内外のあらゆる分野の関係者とSDGs達成に向けた連携を深めていく。 2
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